
第1回判定委員会用資料　ﾁｪｯｸﾘｽﾄ ※　申請時に添付ください

ﾁｪｯｸ者名

ﾁｪｯｸ 大分類 ﾁｪｯｸ ﾁｪｯｸ

□ 表紙 □ 判定区分は明記されているか

□ 事前審査議事録 (事前ﾁｪｯｸ回答書） 指摘事項回答書(様式BVJ-004SE）に記載

□ 耐震診断結果　or　耐震改修計画の概要書 □ 記載漏れ、誤記がないか

□ 申請書の写し

□ 目次 □ 対応する本文頁が記載されているか

□ 建物概要 □ 一般事項 □ 既存図書の有無について記載されているか

□ 被災履歴について記載されているか

□ 構造概要

□ 配置図 □ 方位の記載があるか

□ 対象建物をマーキングしているか

□ 他棟との位置関係がわかるか

□ 各階平面図 既存図で可（判読できる場合）

□ 立面図 （4面） 既存図で可（判読できる場合）

□ 断面図 (X,Y各方向） 既存図で可（判読できる場合）

□ 伏図 (全階） □ RC壁の配置がわかるか

□ 部材符号の記載漏れはないか

□ X,Y方向の記載があるか

□ 軸組図 (全通り） □ RC壁の開口形状がわかるか

□ 部材符号の記載漏れはないか

□ 部材リスト □ 柱リストはあるか 復元図が望ましい（判読できる場合は既存図でも可）

□ 大梁リストはあるか 既存図で可（判読できる場合）

□ 壁リストはあるか 復元図が望ましい（判読できる場合は既存図でも可）

□ 基礎・小梁・スラブリストはあるか 既存図で可（判読できる場合）

□ 各図面について既存図面がある場合、添付されているか

□ 地盤調査結果（あれば） □ 地盤調査結果なし

□ 建物調査結果 □ 各階コンクリート強度調査結果 □ コンクリートコアは各階3本採取しているか (工区が分かれている場合工区ごとに各階3本）

□ コンクリート強度は各階で診断採用強度を算出しているか

□ コンクリート中性化試験結果

□ 不同沈下測定結果

□ 現況写真 □ 外観4面 □ 塔屋　　　　　　　　　　□塔屋なし

□ 屋上 □ 高架水槽架台　　　　□高架水槽なし

□ ひび割れ劣化箇所 □ 渡り廊下接続部　　　□接続部なし

□ EXP.J　　　　　　　　 　□EXP.J　なし

体育館・鉄骨造の場合添付 □ 主要鉄骨梁の接合部・継手 □ ブレース接合部

□ 体育館・鉄骨造でない □ 外周アンカーボルト □ 柱脚

□ 実態調査表 体育館・鉄骨造の場合添付 □ 体育館・鉄骨造でない

□ その他重要な調査結果

□ 現状診断結果 □ 診断方針 □ 準拠基準、診断次数、使用プログラムについて書かれているか

□ 判断指標（Iso）、診断に用いた材料強度、計算上のモデル化等記述されているか

□ 建物重量、柱軸力 □ 建物重量の算定方法、算定結果（電算出力該当部）

□ 部材強度算定に用いた柱軸力について記載されているか（長期orNL＋αNE）

□ 経年指標 □ 各階について調査されているか

□ 算定結果が添付されているか

□ 形状指標 □ 偏心率、剛/重比　or　Fesの逆数　のどちらで求めているか記載されているか

□ 算定結果が添付されているか

□ 診断結果 □ 診断結果表が添付されているか

□ 電算の結果（診断表部）が添付されているか

□ (4)式、(5)式どちらで決まったのかわかるようになっているか

□ C-F図 (各階） 電算出力で可

□ 破壊モード図(軸組図形式） □ 雑壁の形状もわかるか

□ 破壊モード、F値、Quが記載されているか

□ 第2種構造要素の判別 □ 第2種構造要素なし

□ 下階壁抜け柱の検討（ある場合） □ 下階壁抜け柱なし

□ 診断結果の考察

□ その他の検討 □ 突出部の検討 □ 突出部なし

□ 2m超跳ね出し部の検討 □ 跳ね出し部なし

□ 耐震改修計画 □ 耐震改修方針 □ 技術評価書(認定工法の場合） □ 認定工法使用なし

□ 改修計画なし □ 改修概要

□ 改修計画伏図 □ 既存部と改修部が色分け等でわかりやすくなっているか

□ 改修計画軸組図 □ 既存部と改修部が色分け等でわかりやすくなっているか

□ 改修部材の詳細図

□ 改修後の診断結果 □ 診断結果表

（T指標（診断時と異なる場合、あるいは改修判定のみの場合）,SD指標の結果も添付）

□ 破壊モード図

□ C-F図(各階）

□ 改修結果の考察

（改修判定のみ
の場合は、現状
T指標、SD指
標、C-F図、破壊
ﾓｰﾄﾞ図、その他
の検討（OKの場
合）は不要）
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